
西野、大谷、深渕地区
『人・農地プラン』

令和3年3月17日

香南市農林水産課
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2  グループワークを通じて下記が課題であることを確認した。

（R2.12.8）

 これらを原因/結果の形で表現すると次のイメージとなる。

宅
地
の
増
加

（
実
質
農
地
の
減
少
）

遊
休
農
地
が
増
加

インフラが整っていない

担い手が居ない

後継者不足

＜原因＞ ＜結果＞

農業経営が困難

集落 課題

西野 インフラ（農道/水路）が整っていない
コストが高いので農業経営難
担い手が居なく、農地が遊休化していく
農業振興の情報がとどかない

大谷 後継者不足
宅地化による農地減少及び農作業に影響

深渕 一部の地域ではインフラが整っていない

西野・大谷・深渕地区の人と農地の課題

＜人・農地プラン＞



・西野/大谷/深渕地区は、遊休地/宅地が増加の状況にあるため、下
記施策を通じて、現状の耕作地を農地として維持することを目指す。

■方針（基本的な考え方）

■施策（R3年度の取組み）
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1.地区の農業インフラ（特に水路）の改善

整備の対象箇所の洗い出しなど、整備計画検討に着手する。【地区農業者/建設課】

2.農業のノウハウ取得
低コスト、高収益農業など、農業経営の向上に向けた研修会の開催を依頼し、受講

してノウハウを理解する。 【地区農業者/県農業振興部、JA, 大学,他】

3.農業関係情報を受ける仕組みづくり
農業補助金や農地貸し借りに関する情報を受け取りやすくする仕組みを作り、新規

就農者の経営負担を下げることにつなげたり、農地貸借りの活発化を目指す。 【地

区農業者/農林水産課、農業委員会、県農業公社】

課題対応方針/施策

＜人・農地プラン＞



以下は、プラン原案策定のための

参照資料です。
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1. 地区会合の
グループワーク
発表内容①（12/8）
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1. 地区会合の
グループワーク
発表内容②（12/8）



な
ぜ
遊
休
地/

宅
地
が
増
加
す
る
の
か

人（農業者）

物（インフラ）金（農業経営）

情報/仕組み

耕作者が

高齢化

借り手が

高齢化後継者が

居ない

将来的な

借り手が

居ない

水が止め

られた

農道が崩壊寸前

小規模農業経営への

支援がない

道路、水路等の整備が

できていない

農業(稲作)の

採算が合わない
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農地を貸す、

売る方法が

わからない

雇用/資金をど
うやって活用

するか情報を

持っていない

 結果に至る要因を人、モノ、カネ、情報の4要因に分解

農地の面積が少

ない

県外在住

耕作地まで遠い

要因は、営農アンケートおよびグループワークより抽出

トラクターなど

農機具が高い

ハウスの建

設費が高額

貸していたが

継続を断られた

後継者に対する

サポート情報が

分からない

宅地が迫ってきて

農作業に際しての

周辺住宅への

配慮が要る

隣の放棄地の悪影響

2. 課題につながる要因の分析



な
ぜ
遊
休
地/

宅
地
が
増
加
す
る
の
か

人（農業者）

物（インフラ）金（農業経営）

情報/仕組み

耕作者が

高齢化

借り手が

高齢化後継者が

居ない

将来的な

借り手が

居ない

水が止め

られた

農道が崩壊

寸前

小規模農業経営への

支援がない

道路、水路等の整備が

できていない

農業(稲作)の

採算が合わない

3. 要因間の関係性

8

農地を貸す、

売る方法が

わからない

雇用/資金をど
うやって活用

するか情報を

持っていない

 要因間の関係性を俯瞰

農地の面積が

少ない

県外在住

耕作地まで遠い

トラクターなど

農機具が高い

ハウスの建

設費が高額

貸していたが

継続を断られた

後継者に対する

サポート情報が

分からない

宅地が迫ってきて

農作業に際しての

周辺住宅への

配慮が要る

隣の放棄地の悪影響

要因は、営農アンケートおよびグループワークより抽出



4. 西野/大谷/深渕地区の人と農地の課題と背景まとめ

■課題

■課題とした理由/背景

西野/大谷/深渕地区は、遊休地や宅地の増加が課題です。

9


